
五
事
毘
婆
沙
論

の
系
譜

に
つ
い
て

(
前

田
)

五
事
毘
婆
沙
論

の
系
譜
に

つ
い
て

前

田

至

成

敦
煙
出
土

の
経
論
の
中
に
法
成
が
吐
蕃
支
配
下
に
あ

っ
た
甘
州
張
抜

県

で
訳
出
し
た

『
薩
婆
多
宗
五
事
論
』

一
巻

(完
本
は

"
8
刈
。
。
"
そ
の
他

に
p
.
 
2
1

1
6
)が
あ

る
。
こ
の
五
事
論
は
法
成

の
活
動
期

で
は
第
二
期

に
当
る
甘
州
時
代
の
A
.
 
D
.
 
8
4
2

合

「
修
多
羅
寺
道
場
」
に
お
い
て
訳
出

さ
れ
た
も
の
と
類
推
さ
れ
て
お
る
。

こ
の
五
事
論
は
羽
田
亨
氏
に
よ
れ

ば
、
法
成
が
後
漢
安
世
高
訳
の

『
阿
毘
曇
五
法
行
経
』
の
異
訳
と
し
て

訳
出
し
た
も

の
と
さ
れ
て
い
る
。
安
世
高
訳
の
五
法
行
経
は

『
品
類
足

論
』
の
中
の

「弁
五
事
品
」

の
異
訳
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
法

成
訳
の
五
事
論
と
品
類
足
論

の

「
弁
五
事
品
」
と
を
照
合

し
て
み
る

と
、
訳
語
や
訳
義
に
お
い
て
両
論
に
き
わ
め
て
近
い
係
り
を
見
出
す
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
法
成
の
活
動
期
で
言
え
ば
第

一
期
に
は

一
群
の
四
法
経

類

に
基
づ

い
て
著

わ
さ

れ
た

『
大
乗
四
法
経
論
及
広
釈
開
決
記
』
が

A
.
 
D
.
 
8
3
5

に
沙
州
永
康
寺
に
お
い
て
集
成
さ
れ
て
い
る
。
法
成
の
著

述

・
翻
訳

・
講
義

・
集
成
な
ど

一
連

の
作
品
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、

こ
れ
ら
の
中
に
特
に
阿
毘
達
磨
的
性
格
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
特
に
玄
斐
訳
出
の
阿
毘
達
磨
諸

論
や
註
釈
疏
の
類
の
影
響
の
大
き
い
こ
と
も

一
考
を
要
す
る
。
法
成
の

五
事
論
と
玄
斐
訳
品
類
足
論
の

「弁
五
事
品
」
と
の
訳
義
上
の
類
同
点

も
そ
の
一
例
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た

『
薩
婆
多
宗
五
事
論
』
と

い
う
表
題
に
つ
い
て
も

一
、
二
の
特
色
を
指
摘
出
来
る
。
法
成
が
関
係

し
て
い
る
文
献
で
現
在
ま
で
判
明
し
て
い
る
も

の
を
整
理
す
る
な
ら

ば
、
『
四
法
経
』
『
八
転
声
頽
』
『縁
生
三
十
頗
釈
』
な
ど

の
如
く
、
題

号
に
数
字
を
与
え
て

い
る

「法
数

に
関
す

る
経
論
」
、
『
諸
星
母
陀
羅

尼
』
『
稲
芋
経
手
鏡
記
』
『
千
眼
観
自
在
菩
薩
陀
羅
尼
』
な
ど
の
如
く
、

題
号
に
星
、
光
、
稲
、
千
手
、
千
眼
な
ど
響
え
を
示
し
て
説
く

「讐
喩

の
経
論
」
、
そ
れ
に

『
喩
伽
論
分
門
記
』
『
喩
伽
論
手
記
』
『
経
律
論
集

成
』
な
ど
の
如
く
、
阿
毘
達
磨
等
に
係
る

「毘
曇
喩
伽
の
論
書
」
が
実

に
多

い
。
こ
の
よ
う
に
法
数

・
響
喩

・
毘
曇
と
い

っ
た
説
相
は
、
西
域

固
有

の
仏
教
伝
播

の
形
式
で
あ
る
。

こ
の
五
事
論

も

「薩
婆
多
宗
」
と
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「
五
事
」
と

い
う
法
数
と
毘
曇
に
係
る
表
題
を
持

つ
故
に
こ
の
一
類
と

考
え
て
よ
い
。
次
に
、

こ
の

『
薩
婆
多
宗
五
事
論
』
は
中
原
の

『
阿
毘

曇
五
行
経
』
や

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
な
ど
と
は
異
な
り
明
確
に
所
属
部

派
名
を

「薩
婆
多
宗
」
(
s
a
r
v
a
s
t
i
v
a
i
n
)

と
示
し
て
い
る

こ
と
で
あ

る
。
説

一
切
有
部
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
敦
煙
本

の
系
譜
と
他

の
五
事
系
論
書
と
の
係
り
が
問
題
と
な

っ
て
く
る
。

こ
の

点
に
つ
い
て

は
以
下
論
述

す
る

『
五
事
毘
婆
沙
論
』

の
成
立

の
問
題

に
も
影
響
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
阿
毘
達
磨
の
諸
論
書
と
部
派

の
問
題
は
発
智
系
、
非
発
智
系
の
問
題
、
二
百
巻
婆
沙
、
六
十
巻
婆
沙

の
問
題
な
ど
を
含
め
て
、
近
時
は
七
、
八
世
紀
以
降

の
西
北
イ
ン
ド
や

西
域
地
方
で
の

「
阿
毘
曇
」
と
か

「毘
婆
沙
」
な
ど
の
用
語
が
、
説

一

切
有
部
を
含

む
、
そ
れ
以
外
の
広
範
な
範
囲
の
部
派
を
指
す
と
の
指
摘

も
な
さ
れ
て
い
る
点
よ
り
考
え
る
時
、

一
つ
の
視
点
を
提
供
し
て
く
れ

る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

二

現
存
す
る
五
事
論
の
資
料
は
先
述
の
如
く
玄
斐
訳

『
品
類
足
論
』
弁

五
事
品
が
あ
る
。
旧
訳
を

『
衆
事
分
阿
毘
曇
論
』
(十
二
巻
)
と
い
い
宋

代
の
求
那
蹟
陀
羅
、
菩
提
耶
舎
の
共
訳
で
あ
る
。
又
、
『
五
事
毘
婆
沙
論
』

(二
巻
)
は
先

の

「弁
五
事
品
」
の
注
釈
で
あ
り
、
玄
突

の
最
晩
年

》
・

P
 
6
6
3に
訳
出
さ
れ
て
い
る
。
法
成
の

『
薩
婆
多
宗
五
事
論
』
は

》
.

D
8
4
2
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
五
事
論
が
後
漢

よ
り
唐

に
及
ぶ
約
七
〇
〇
年
の
長
期
に
わ
た
り
流
行
し
て

い
た

こ
と
が
判

る

し
、
地
域
的
に
も
可
成
り
幅
広
く
依
用
さ
れ
て
来

た
よ
う
で
あ
る
。
五

事
論

の
原
型
は
現
存
資
料
で
は

一
応
、
六
足
論
の
後
期
論
書
と
さ
れ
る

『
品
類
足
論
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
現
行
の
八
品

(玄
婁
訳
)
、
ま

た
は
七
品

(旧
訳
)
の
体
裁
を
取
る
以
前
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
各
品

が

各
別
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
意
味
で

『
阿
毘
曇

五
法
行
経
』
や

『
薩
婆
多
宗
五
事
論
』
が
単
独
で
存
在
し
て
い
る
意
義

は
大
き
い
が
、

こ
れ
ら
現
存
の
資
料
が
は
た
し
て
品
類
足
論
の
原
型
に

直
接
に
係
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
即
断
出
来
な

い
。
「
五
事
論
」
の

名
が
衆
賢
の

『
顕
宗
論
』
巻
八
に
引
用
さ
れ
て

い
る

こ
と
、
『
大
智
度

論
』
巻
二
で
は
品
類
足
論
の
前
四
品
を
世
友
の
造
、
後
四
品
を
厨
賓
の

阿
羅
漢
の
造
と
二
分
し
て
い
る
こ
と
、
法
救
が

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
巻

上
の
は
じ
め
に
お
い
て
世
友
は
有
情
を
益
す

る
た

め
に

こ
の

「
五
事

論
」
を
造
論
し
た
と
、
五
事
論
が
単
独
の
一
論
と
し
て
存
在
し
て
い
た

が
如
き
記
述
を
行

っ
て
い
る
こ
と
、
更
に
中
国

の
諸
経
録
で
は

『
阿
毘

曇
五
法
経
』
と
か

『
阿
毘
曇
七
法
行
経
』
、
『
阿
毘
曇
九
十
八
結
経
』
な

ど
品
類

の
各
品
が
単
独
に
別
行
さ
れ
て
い
た
形
跡

も
あ
る

こ
と
。
『
六

十
巻
婆
沙
』
巻
十
四
に
は

「
波
伽
羅
那
経
」
、
『稗
婆
沙
論
』
巻
三
に
は

「和
須
密
経
」
、
『倶
舎
釈
論
』
巻

一
に
は

「分
別
道
理
論
」
な
ど
が
品

類
足
論
を
示
す
語
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

一
論
書
に

関
す
る
各
品
の
単
独
別
行
の
例
は

『
華
厳
経
』
の
十
地
品
な
ど
に
も
見

ら
れ
る
が
、

こ
の
論
ほ
ど
に
豊
富
な
例
は
め
ず
ら
し
く
、
部
派
考
究
の

五
事
毘
婆
沙
論

の
系
譜

に

つ
い
て

(
前

田
)
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五
事
毘
婆
沙
論
の
系
譜
に
つ
い
て
 (前

田
)

資
料
と
し
て
も
無
視
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
五
事
論
に
関
係
す
る
資
料
の
中
で
も
、
特
に
注
目
す
べ
き

『
五

事
毘
婆
沙
論
』
上
下
二
巻
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

こ
の
論
が

注
目
さ
れ
る
の
は
五
事
論
に
つ
い
て
の
イ

ン
ド
、
中
国
に
お
け
る
唯

一

の
註
釈
書
で
あ
る
こ
と
。
し
か
も
法
救
と
い
う
部
派
仏
教
史
上
、
未
解

決

の
問
題
の
多
い
人
物
の
作
品
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
更
に
六
足

論
に
関
す
る
註
釈
と
し
て
、
現
存
す
る
唯

一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど

に
よ
る
。

三

わ
が
国
で
は
、
文
化
十
二
年
六
月
安
居
に
て

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
を

講
じ
た
真
宗

の
学
僧
で
あ
る
桂
潭
が
そ
の
著

『
五
吏
毘
婆
沙
論
魚
釈
』

一
巻

(龍
大
図
書
館
蔵
)
の
申
に
お
い
て
、
「品
類
足
論

の
五
事
品

は
梵

本
別
行
に
し
て
五
事
論
と
称
す
」
と
い
い
、
又
、
「
こ
の
論

の
梵
本
厨

賓
と
地
持
と
両
国

の
所
諦
頗
る
異
本
多
し
、
そ
の
厨
賓
の
本
も
ま
た
後

世
文
を
増
加
す
る
者
あ
り
」
と
適
確
な
判
断
を
下
し
て
い
る
こ
と
は
注

目
す
べ
き
で
あ
り
、
彼
は

「
上
に
お
い
て
は
四
経
七
論

の
源
委
を
遡
洞

し
、
下
に
お

い
て
は
毘
婆
沙
の
深
蹟
を
探
鉤
し
て
則
ち
、
対
法
之
粋
純

如
た
り
」
と
五
事
毘
婆
沙
論
の
成
立
経
緯
を
六
足
発
智
と
婆
沙
を
く
ぐ

っ
て
い
る
如
く
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
こ
に
お
い
て
も

『
五
事
毘
婆
沙
論
』

の
成
立
が
大
毘
婆
沙
を
く
ぐ

っ
て
成
立
し
て
い
る

の
か
、
そ
れ
と
も
小
毘
婆
沙
の

一
と
し
て
五
事
毘
婆
沙
自
身
が
大
毘
婆

沙
成
立
に
力
を
添
え
た
と
見
る
の
か
は
重
要
な
視
点
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
近
年
で
は
渡
辺
、
木
村
、
椎
尾
、

赤
沼
、
水
野
各
氏
の

所
説
を
も
と
に
河
村
孝
照
氏
が

一
つ
の
見
解
を
発
表
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
河
村
氏
は
五
事
毘
婆
沙
と
婆
沙

(六
+
巻
婆
沙
、
碑
婆
沙
を
含

む
)
と
の
係
り
の
親
し
い
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
両
論
の
言
及
す

る

テ

ー

マ
に
つ
い
て
説
相
と
主
張
の
異
る
部
分
に
検
討

を
加

え
て
、
「現
存

の
婆
沙
論
は
五
事
毘
婆
沙
論
を
種
本
と
し
て
か
、

あ
る
い
は
参
考
資
料

と
し
て
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
積
極
的
に
依
用
し
た
と
解
し
た
方
が
妥

当
と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
河
村
氏
の
論
拠
は

『
婆

沙
論
』
巻

一
二
〇
に
示
さ
れ
る
法
救
に

「法
救
論
」
あ
り
と
の
記
述
を

一
助
と
し
、
木
村
氏
の
見
解
で
あ
る

「大
毘
婆
沙
論
の
先
駆
と
し
て
の

小
毘
婆
沙
の
存
在
」
を
認
め
、

こ
の
小
毘
婆
沙
の

一
と
し
て
五
事
毘
婆

沙
論
を
位
置
づ
け
て
い
る
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
渡
辺
氏

の

「
五
事
毘
婆
沙
論
は
か
の
大
毘
婆
沙
論
を

一
旦
通
過
し
て
か
ら
以
後

の
著
述
」
と
の
主
張
は
通
ら
な
い
。
更
に
水
野
氏
等
の
い
う
雑
心
論

の

著
者
法
救
と
五
事
毘
婆
沙
論
の
著
者
法
救
は
同

一
人
で
あ
る
と
見
る
所

の
説
も
成
立
し
な
い
。
確
か
に
五
事
毘
婆
沙
論
を
解
く
鍵
の

一
つ
は
雑

心
論
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
程
に
両
者
の
主
張

は
類
似
す

る
点
が
多

い
。
従

っ
て
五
事
毘
婆
沙
論

に
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
国
布
色
鵜
羅
城

(
P
u
-

s
k
a
r
a
v
a
t
i
)

の
近
く
で
造
論
さ
れ
た
雑
心
論

の
如

く
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有

部
の
色
彩
が
強

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
い
法
救
と
い
う
人
物
を
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念
頭
に
置
か
な
い
と
し
て
も
、

カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
正
統
有
部
義
を
顕
揚

す
る
大
毘
婆
沙
論
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
有
部
に
近
い
五
事
毘
婆
沙
論
の
所
説

を
吸
収
し
、
再
び
雑
心
論
に
連
な

っ
て
行
く
と
い
う
点
を
ど
の
よ
う
に

理
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
諸
説
を
整
理
し
た
上

で
、
再
度
、

こ
の
五
事
毘
婆
沙
論
の
主
張
を
婆
沙
論
の
上
で
検
文
し
て

行
き
た
い
と
思
う
。
枚
数
に
制
限
が
あ
る
の
で
五
事
毘
婆
沙
論
の
内

の

約
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る

「
色
品
」
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

ま
ず
河
村
氏
が

「
大
毘
婆
沙
論
は
五
事
毘
婆
沙
論
よ
り
後
の
作
品
で

あ
る
と
考
え
た
方
が
理
解
し
や
す
い
」
と
い
わ
れ
る
引
文
を
検
討
し
て

み
る
。大

毘
婆
沙
論
卿

(大
正
27
・
6
6
2
・

b
-
c
)

有
説
。
為
止
外
道
所
説
。
謂
外
道

説
大
種
有
五
。
即
前
四
及
虚
空
、
今

但
説
四
明
虚
空
非
大
種
、
問
何
故
虚

空
不
立
大
種
。
尊
者
世
友
作
是
釈

言
。
以
虚
空
世
大
種
相
故
。
謂
有
増

有
減
是
大
種
相
。
無
増
減
是
虚
空
。

有
損
有
益
是
大
種
相
。
無
損
無
益
是

虚
空
相
、
有
興
有
衰
是
大
種
相
。
無

興
無
衰
是
虚
空
相
。
是
故
虚
空
不
立

大
種
。
尊
者
妙
音
作
如
是
釈
。
虚
空

五
事
毘
婆
沙
論

上

(
大
正

28
・
9
9
0
・

a
)

有
作
是
説
。
為
遮
外
道
大
種
有
立
。

故
唯
説
四
。
彼
執
虚
空
亦
是
大
種
。

問
何
故
虚
空
不
名
大
種
。
答
虚
空
無

有
大
種
相
故
。
謂
大
虚
空
是
大
非

種
。
以
常
住
法
無
造
作
故
。
大
徳
妙

音
亦
作
是
説
。
虚
空
大
種
其
相
各

異
。
虚
空
錐
大
而
体
非
種
。
又
諸
大

種
若
能
成
身
多
。
是
有
情
業
異
熟

摂
、
虚
空
無
彼
業
異
熟
相
。
是
故
虚

空
定
非
大
種
。

大
種
其
相
各
異
。
謂
有
情
身
中
所
有

大
種
。
多
是
先
業
異
熟
所
生
。
虚
空

体
無
異
熟
生
義
。
由
此
虚
空
不
立
大

種
。
大
徳
説
日
虚
空
錐
大
而
体
非

種
。
不
能
生
故
。

両
論
を
比
較
す
る
前
に
念
頭

に
置
く
べ
き
は

『
婆
沙
論
』
は
全
二
〇

〇
巻
、
『
五
事
毘
婆
沙
論
』
は
上
下
二
巻
に
す
ぎ
な

い
こ
と
で
あ
る
。

後
論
の
中
で
は

『
婆
沙
論
』
の
如
く
増
補
す
る
余
裕
は
な
い
こ
と
は
当

然
で
あ
る
。
『
五
事
毘
婆
沙
論
』
の

「
色
品
」
で
言
え
ば
物
質

に

つ
い

て
の
主
要
な
問
題
は

『
婆
沙
論
』
巻

一
二
七
の
中

で
ほ
ぼ
説
き
尽
さ
れ

て
い
る
観
が
あ
る
。
『
五
事
毘
婆
沙
論
』
で
は
諸
説
を
整
理
し
、
簡
明

に
し
て

一
論
を
…構
成
し
て
い
る
が
如
く

で
あ
る
。
従

っ
て

『
五
事
毘
婆

沙
論
』
の
説
相
を
問
題
と
す
る
場
合
は
簡
略
化
さ
れ
た
文
章
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
義
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
ま
た
論
の
構
成
に
も
配
慮
し
て

検
討
を
加
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
に
示
し
た
論
文

は
外
道
が
説
く
五
種

の
大
種
に
対
し
て
、
両
論
が
虚
空
大
種
説
を
否
定

し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
そ
こ
で
第

一
に

『
婆
沙
論
』
で
は

「尊
者
世

友
作
是
釈
言
」
と
い
い
説
主
を
あ
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が

『
五
事
毘
婆

沙
論
』
に
は
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
は
虚
空
を
大
種
に
数
え
な
い
の
が

仏
教

一
般
の
立
場
で
あ
り

『
婆
沙
論
』
は
世
友
の
名
を
あ
げ
て

『
五
事

毘
婆
沙
論
』
の

「
無
造
作
」
の
相
を

「
無
増
減
」
「無
損
無
益
」
「
無
興

無
衰
」
と
具
体
的
に
開
示
し
た
に
す
ぎ
な

い
。
換
言
す

れ
ば
、
『
婆
沙

五
事
毘
婆
沙
論

の
系
譜

に

つ
い
て

(
前

田
)
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五
事
毘
婆
沙
論
の
系
譜
に
つ
い
て

(前

田
)

論
』
の
長

い
説
相
を
簡
明
に

「
虚
空
は
常
住
法
に
し
て
無
造
作
な
り
」

と
ま
と
め
た
の
が

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
で
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ

の
五
事
毘
婆
沙
は
世
友
の
品
類
足
論
の
弁
五
事
晶
の
註
釈
で
あ

っ
て
み

れ
ば
む
し
ろ

「
世
友
」
の
説
だ
と
示
し
て
い
る
方
が
不
自
然
だ
と
思
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に

「
大
徳
妙
音
亦
作
是
説
。
虚
空
大
種
其
相

各
異
」
と
あ
る

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
の
文
を
河
村
氏
は

「大
徳
な
る
妙

音
」
と
読

み
、
『
婆
沙
論
』
は

「尊
者
妙
音
」
と

「
大
徳
説
」
に
二
分

し
て
い
る
た
め

二

人
の
学
説
の
諸
要
素
が
、

の
ち
に
学
説
の
発
展
と

と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

つ
い
に
二

人
の
学
説

と
し
て
紹
介
さ
れ
る
に
至

っ
た
と
理
解
さ
れ
る
L
と
説
か
れ

て
あ
る
。

し
か
し

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
の
説
相
を
見
て
い
た
だ
く
と
明

ら
か
な
如
く
、
著
者
法
救
は

『
婆
沙
論
』
で
二
分
さ
れ
た
妙
音
と
大
徳

の
説
を
纒

め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
虚
空
と
大
種
の
相
違
が
相
の
異
り

に
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
先
に
結
論
を
示

し
た

の
で
あ
り
、
そ
れ
が

「
大
徳
妙
音
…
」
の
文
で
あ
る
。
「
虚
空
無
造
作
」
と
い
う
世
友

の
主

張
に
続
き
、
「相
の
異
り
」
を
主
張
す
る
大
徳
と
妙
音

の
説

を
紹
介
し

て
、
こ
の
両
者
に
取
捨
を
行
い
大
徳
説
を
先
掲
し
た
の
で
あ
る
。
虚
空

の
「
体
非
種
説
」
を
取
る
大
徳
の
説
に
続
い
て
虚
空

の
「
無
異
熟
業
説
」

を
説
く
妙
音
の
説
を
後
に
置
い
て
あ
る
。
こ
れ
は

『
婆
沙
論
』
の
妙
音

説
、

大
徳

説
の
順
序
と
は
異

っ
て

い
る
。
「
大
」
と

「
種
」
と
で
虚
空

と
四
大
の
相
違
を
弁
別
す
る
大
徳
説
を
法
救
は
支
持
す
る
の
で
あ
る
。

『
五
事
毘

婆
沙
論
』
で
は
次
い
で

「
又
諸
大
種
乃
至
無
彼
業
異
熟
相
」

と
妙
音
説
を
紹
介
す
る
。
従

っ
て
こ
の

「
又
」

の
字
も
河
村
氏
の
説
の

如
き
妙
音

一
人
の
主
張
を
接
続
す
る
も

の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か

に
大
徳
と
妙
音

の
二
人
の
説
を
結
ぶ
接
続

の

「
又
」
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て

『
五
事
毘
婆
沙
論
』

の
当
文
の
最
後
は

「
是
故
虚
空
定

非
大
種
」
と
な
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
れ
は

『婆
沙
論
』
の
大
徳

・

妙
音
両
説
に
見
ら
れ
る

「由
レ
此
虚
空
不
レ
立
三大
種
こ

の
文
を
纒
め
た

結
語

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
以
上

の
如
く
法
救

の
釈
を
見

て
く
る
と
、
実
に
明
晰
に
教
義
の
組
織
化

を
行

っ
て
い
る

こ
と
が
判

る
。
錯
綜
す
る
毘
婆
沙
の
組
織
を
可
能
な
限
り
簡
略
化
し
て
自
派

の
主

張
を
示
そ
う
と
す
る
努
力
は
こ
の
よ
う
な
小
毘
婆
沙

の
中
に
特
に
は
っ

き
り
と
窺
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
大
毘
婆
沙
で
は
余
り
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
小
毘
婆
沙

の
特
色
を
検
討
す
る
た
め

『
婆
沙
論
』
と

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
と
の
比

較
を
そ
の
教
義
の
上
か
ら
見
て
み
よ
う
。
(
以
下

『婆
沙
論
』
を

「婆
沙
」

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
を

「
五
事
」
、『大
正
新
脩
大
蔵
経
』
を
T
と
略
す
)

・

「
五
事
」
(T
28
・
9
8
9
・
c
)
ー

「婆
沙
」
74

(
T
27
・
3
8
4
・
a
)
五
纏

次
第
説

に

つ
い
て

「
婆
沙
」
七
説
、
「
五
事
」
は
二
説
を
あ
げ

る
が

「
五
事
」
の

「与
入
仏
法
為
要
門
故
」

の
説

「
婆
沙
」

の
七
説
中
に
な

し
。
(T
27
・
1
2
7
・
c
)
を
参
照
の

こ
と
。

・
「
五
事
」
(T
27
.
9
9
0
.
b
)

1

「
婆
沙
」
卿

(
T
27
・
6
6
3
・
b
)
四
大
の
能
所

二
相

の
体

一
説
に
っ
い

て

「
五
事
」
は

「婆
沙
」
の
一
法
に
二
相
あ
り
と
の
説
を
取
ら
ず
浬
梨

体
無
別
相
の
説
で
釈
成
す
る
。
(T
27
・
4
0
9
.
a
)
を
参
照

の
こ
と
。
な
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お

「
五

事

」

の

「
故

毘

婆

沙

作

如

是

説
。

自

性

我

物

相

本

性

等

」

は
明

ら

か

に

「
婆

沙

」

23

(
T
27

・
1
1
7
.
c
)
「
自

性

我

物

相

分

本

性

亦

爾

」
、

同

75

(
T
27
.
3
8
6
.c
)

「
名

取

慈

自

性

我

物

自

体

相

分

本

性

」

に

係

る

も

の
で
毘

婆

沙

は

「
婆

沙

」

で
あ

る

可
能

性

が

強

い
。

・

「
五

事

」

(
T

28

・
9
9
1
・
a
)
1

「
婆

沙

」
1
4
2(
T
27

・
7
3
0
・
c
)
根

の

六
義

に

つ

い

て

「
五

事

」

は

「
婆

沙

」

の
八

義

の
中

の
瑞

厳
、

生

の

二
義

を

「
五

事

」

の
新

し
き

義

で
あ

る

「
妙

等

」
の
義

を
加

え

て
等

取

す

る
。

・

「
五
事

」

(
T
28

・
9
8
9
・
c
)

「
婆

沙

」

75

(
T
27
.
3
8
9
.c
3
9
0
.
a
)
過

未

の

色

に
変

碍

の
用

あ

り

の
説
。

「
五
事

」

は

「
婆

沙

」

の
当

文

に

は

な

い

「
如

過

未

眼

錐

不

能

見
。

而

曾

当

見

故

立

眼

名

」

の
過

未

眼

根

の
例

を

出

し

て
釈

成

す

る
。

こ
れ

は
尊

者

仏

護

の
説

(
T
27

・
1
7
5
・
b
)
で
釈

成

し

た

の

で

あ

ろ

う
。

・

「
五

事

」

(
T
28

・
9
9
1
・
b
)
i

「
婆

沙

」
1
3

(
T
27

・
61

・
c
)
根

・
識

・
和

合

の

三

見

説

に

つ

い

て

「
五
事

」

は

「
婆

沙

」

を
取

意

し

て

四
説

を

示

し
た

上

で

い
ず

れ

に
も

過

失

の
あ

る

こ
と

を

「
汝
何

所

疑

一
切
有

過

」

以

下

で
論

じ

て

い
る
。

・

「
五
事

」

(
T
28

・
9
9
1
・
c
)

「
婆

沙
」
1
0
9(
T
27
.
5
6
3
.a
)
六
識

体

一
説

に

つ

い
て

「
五
事

」

は
多

識

倶

生

を
許

す

諸

説

に
対

し

て

「
経

証

」

で
論

難

す

る
。

仏

の
説

か

れ

る

四
縁

説

の

中

の
等

無

間

縁

で
説

く

説

相

は

「
五

事

」

に
お

い
て

よ

り

詳

細

で
あ

る
。

以

上

の
諸

点

は

「
婆

沙

」

の
立

て

る

諸

義

に
対

し

て

「
五
事

」

の
新

し

い
主

張

が
見

ら

れ

る
点

を
指

摘

し

た

の

で
あ

る
。

・

「
五

事

」

(
T
28
.
9
9
1
.c
)
ー

「
婆

沙

」

田

(
T
27

・
62

・
c
)
眼

耳

鼻

は
各

二
根

あ

る

に

一
根

と

立

て

る

に

つ

い

て

「
五

事

」

は

四

義

を

立

て

る

の

に
対

し

「
婆

沙

」

は
作

用

に
約

し

た

二
義

の

み

を

説

く
。

「
五

事

」

は
約

体
、

約

時

の
二

説

を

増

補
。

・

「
五

事

」

(
T
28

・
9
9
1
・

c
)

「
婆

沙

」

招

(
T
27

・
61

・
c
)
眼
根

合

識

見

説

に

つ

い

て
、

有

部

の
識

合

見

説

を
立

説

す

る
た

め

「
五

事

」

は
識

見

家

の
伏

難

を
用

意

し

て
論

難

す

る
。

・

「
五
事

」

(
T
28

・
9
8
9
・
c
9
9
0
・
a
)
ー

「
婆

沙

」

74

(
T
27

・
3
9
0
・
a
)
変

碍

の
性

な

き
無

表

も

所

依

に
随

っ
て
色

と
説

く

と
い
う
論
で

「
五
事
」
は

「由
彼
変
碍
無
表
名
色
」
と
い
い

「婆
沙
」

は

「故
無
表
亦
可
レ
説
有
二変
碍
こ

と
あ
る
。

こ

れ
は

「
五
事
」
が
能

依

の
無
表
に
は
変
碍
の
義
は
な
い
こ
と
を
自
明

の
理
と
し
て

「変
碍
」

と
せ
ず

「色
」
と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

・
「
五
事
」
(T
28
.
9
9
1
.
b
)

-

「婆
沙
」
7
1
(T
27
・
3
6
9
・
c
)
五
識
所
依
と
等
無
間
縁

の
四
句
分
別

に
つ
い
て

「
五
事
」

の
四
句
は

「婆
沙
」
の
四
句

分
別
を
取
意
し
纒
め

た
形
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
諸

点
は

「婆
沙
」

の
説
に
対
し
て
増
補
を
行

っ
た
り

「
五
事
」
が
論
文
を

改
め
た
り
し
て
い
る
点
を
出
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

・

「
五
事
」
(T
28
.
9
9
0
.
b
)
-

「婆
沙
」
1
2
7(T
27
・
6
6
5
・
a

b
)
地

大
の
堅
性
は
自
相
、
共
相
い
ず
れ
を
取
る
か
に
つ
い
て
「
五
事
」
は
「
婆

沙
」
の
正
義
家
説
と
有
説
を
上
げ
て
、
道
理
を
も

っ
て
言
う
時
は
自
相
、

共
相
の
二
に
通
じ
る
と
説
く
べ
き
だ
と
の
自
説
を
立
て
る
。
・
「
五
事
」

(
T
28
.
9
9
0
.
a

b
)
-

「
婆
沙
」
御

(
T
27
.
6
6
3
・
a

b
)
眼
と
色

と
は
眼
…識
の
た
め
の
勝
増
上
縁
と
な
る
と
の
説
に

つ
い
て

「
五
事
」
は

五
事
毘
婆
沙
論

の
系
譜

に

つ
い
て
 
(
前

田
)
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五
事
毘
婆
沙
論

の
系
譜

に

つ
い
て
 
(
前

田
)

「
婆

沙

」

の
諸

説

を
記

し

た

後

に

「
如

説

」
と

契

経

を
指

示

す

る
。

「
復

有

説

者
。

造

是

縁

起

」

以

下

が

増

補

で
あ

り
、

「
婆

沙
」

に

は

契

経

も

引

か

れ
な

い
。

・

「
五

事

」

(
T
28

・
9
9
0
・
c
)
1

「
婆

沙

」
1
2
7(
T
27
.

663

・
b
)

鶉
刺

藍

時

の
四

大

説

に

つ
い

て

「
五

事

」

「
婆

沙

」

共

に
所

立

は

同

じ

き
も

「
五
事

」

で

は

「
婆

沙
」

に

な

い

四
大

の
性

を
、

「
若

有

水

界

無

火

界

者
。

其

性

潤

湿

則

応

朽

敗
」

等

と
加

え

て

い

る
。

・

「
五

事

」

(
T
28

・
9
8
9
・
c
)

「
婆

沙
」

74

(
T
27

・
3
8
4
・
b

以
下
)

五

位

の

中

で
色

法

が
最

初

に
置

か

れ

る

理
由

に

つ

い
て

「
婆

沙

」

は
七
説

上

げ

る

が

「
五
事

」

で

は

「
有

説

」

の

二

義

を

兼

取

す

る
。

・

「
五

事

」

(
T
28

・
9
8
9
・
c
)

「
婆

沙

」

75

(
T
27

・
3
8
9
.
c
)
色

の
義

に

つ

い

て

「
五
事

」

で

は

「
婆

沙
」

の
世

友

の
義

な

ど

を
等

取

し

て
積

集
、

散

壊

の
二

義

を
示

す
。

以

上

の
諸

点

は

「
婆

沙

」

の
説

く

諸

説

の
中

か

ら
、

い
く

つ
か

の
正

義

を
兼

取

ま

た

は
等

取

し

て

い
る
例

を
出

し

て

み

た

の

で
あ

る
。

両

書

を

比
較

す

る

と
、

こ

の
他

に

も

「
五
事

」

(
T
28
.
9
9
0
.

c
)

の
風
界

に

つ

い

て

の

増

長
、

流

引

の

二
義

の

如

く

「
婆

沙

」
1
2
7

(
T
27

・
6
6
3
・
b
)
を

増

補

し

た

り
、

「
婆

沙
」
1
2
7(
T
27
.
6
6
3
.b
)

の

一
四

〇

句

に
及

ぶ

引

文

を

「
五

事

」

(
T
28
.
9
9
0
.c
)
で

は

「
如

契

経

説

」

と

の
み
言

う

て

全

て
省

略

し
た

箇

所
、

さ

ら

に
仮

実

四
大

の
差

別

に

つ
い

て

の

「
五
事

」

(
T

28

・
9
9
0
・
c
)

の
自

説

の

開

示

や

「
婆

沙

」

142

(
T
27

・
7
3
0
・
c
)
よ

り

も

詳

細

な

「
五

事

」

(
T
28
.
9
9
1
.a
)

の

根

に
関

す

る

四
事

増

上

の
文
、

そ

れ

に

「
婆

沙

」

の

「
有

説

」

の
義

を

以

っ
て

(
T
27

・
7
3
0
・
c
、
1
2
7・
c
)
「
五

事

」

(
T
28

・
9
9
1
・
a
、
9
8
9
.
c
)
の

主
張
と
す
る

「
増
上
縁
と
根
」
「
四
大
と
造
」

の
論
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

こ
の
他
に
四
大
種
所
造
の
義
の
中
で
の

「婆
沙
」
1
2
7(T
27
.
6
6
5
.
b
)

「
為
三
造

一
。
為

四
造

ご

と

「
五
事
」
(
T
28

・
9
9
0
.

b
)
「為

四
造

二
三
造

一
」
と
い
っ
た
説
順
の
相
違
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
触
処
の
滑

渋
軽
重
冷
飢
渇
の
七
に
つ
い
て

「
婆
沙
」
13

(
T
27
.
65
・
a
)
が
七

の

各

々
に
別
体
あ
り
と
す
る
の
に
対
し
、
「
五
事
」
(T
28
.
兜
.
b
)
は
前

四
別
体
で
後
三
は
随
果
立
名
と
立
て
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
見
て
来
る
と

『
五
事
毘
婆
沙
論
』

と

『
婆
沙
論
』

の
議

論
は
実
に
広
い
範
囲
に
わ
た

っ
て
お
り
、
両
書

の
係
り
の
親
密
な
る
こ

と
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
単
に

「小
毘
婆
沙
」
の
存
在
が

『婆

沙
論
』
以
前
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
を
以

っ
て
、
直
ち
に

『
五
事
毘
婆
沙

論
』
に
結
び

つ
く
と
考
え
る
に
は
慎
重
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
論

の

著
者
、
組
織
、
内
容
、
成
立
過
程
の
問
題
な
ど
充
分
に
考
察
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
。

こ
こ
で
は

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
の
内
容
を

「
色
品
」
を
中

心
に
見
て
き
た
。
そ
し
て

『
婆
沙
論
』
と
の
比
較

に
よ
り

『
五
事
毘
婆

沙
論
』
が
増
補
、
改
文
、
広
説
や
兼
取
、
等
取

を
積
極
的
に
行

っ
て
自

説
を
立
て
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
著
者
で
あ
る
法
救

が
自
ら
此
論
の
序
分
の
本
論
造
由
で
明
す
よ
う
に

「答
有
弟
子
等
怖
広

聞
持
。
欲
令
依
略
覚
自
共
相
」
広
聞
持
を
怖
れ
る
弟
子
た
ち
の
た
め
略

し
て
五
事
論
を
説
き
、
略
文
に
よ

っ
て
明
了
覚

を
生
ぜ
さ
せ
る

の
が

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
の
目
的
な
の
で
あ
る
。
「
広
聞
持
」
そ
こ
に
は

『婆

沙
論
』
二
〇
〇
巻
の
広
説
が
予
想
さ
れ
て
あ
る
。
又
、
『
五
事
毘
婆
沙
論
』
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の
所
説
が
雑
阿
毘
曇
心
論
に
類
同
す
る
点
に
お
い
て
も
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ

有
部
の
主
張
が

『
婆
沙
論
』
と
多
少
の
異
り
を
持

つ
立
場
に
あ
る
こ
と

を
知
る
。

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
で
く
り
返

さ
れ
る

「此
亦
応
爾
」
と
い

う
言
葉
は
説

一
切
有
部
に
対
す
る
諸
部
の
諭
難
に
対
す
る
法
救
の
苦
渋

の
言
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
は
世
親
が

『倶
舎
論
』
で
有
部
に
同
調
し
え

な
い
場
合

に
使
用
す
る

「
伝
説
」
㌫
賦

を
連
想
さ
せ
る
。
法
救
は
こ
の

『
五
事
毘
婆
沙
論
』
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
有
部
教
義
の
会
通
し
…難
い

点
や
諸
の
異
説
を
示
し

つ
つ

『
婆
沙
論
』

の
説
に
処
し
て
行

っ
た
と
考

え
て
も
よ

い
で
あ
ろ
う
。

四

五
事
論

の
問
題
は
大
別
し
て
二
つ
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
原
典
の
成
立

に
関
す
る
も
の
で
、
そ
れ
は
品
類
足
論

の
成
立
と
展
開
に
関
す
る
問
題

で
あ
る
。
他
の

一
つ
は
そ
の
教
義
内
容

に

つ
い
て
の
問
題

で
法
纏
足

論
を
全
面
的
に
受
容
し
て
い
る
品
類
足
論
が
婆
沙
論
に
引
継
が
れ
、
更

に
雑
心
論
や
倶
舎
論

へ
と
発
展
し
て
行
く
有
部
教
義
の
変
遷
過
程

の
問

題
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
阿
毘
曇
五
法
行
経
が
単

一
に
別
行
さ
れ

て
い
る
意
味
と
、
品
類
足
論
の
弁
五
事
品
、

又
は
五
法
品
と
こ
の
五
法

経
と
の
成
立
の
前
後
経
過
が
問
題
と
な
る
。
こ
こ
に
法
成
訳

の
薩
婆
多

宗
五
事
論
が
敦
燵
か
ら
出
土
し
た
意
味
は
大
き
く
、
西
域
各
地
に
流
布

す
る
阿
毘
曇
系
諸
論
、

そ
れ
に
中
原
訳
出
の
阿
毘
達
磨
諸
論
と
の
間
に

あ
っ
て
法
成
は
ど
の
よ
う
な
処
方
を
持

っ
て
五
事
論
の
翻
訳
に
係

っ
て

行

っ
た
か
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
六
足
論
中
唯

一
の
漢

訳
注
釈
書
が
法
救
造
の
名
の
下
に
の
こ
さ
れ
五
事
毘
婆
沙
論
と
し
て
現

存
す
る
。

こ
の
論
は
婆
沙
論
と
親
密
な
関
係
を
類
推
さ
せ
な
が
ら
も
独

自
の
教
学
を
持
ち
、
婆
沙
論
中
の
異
解
、
類
説
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の

と
し
て
自
説
を
開
陳
す
る
な
ど
特
色
的
論
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
説

一
切
有
部
の
学
問
体
系

に
新
し
い
視
点
を
提
示
す
る
も
の
と
し

て
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
小
論

で
は
特
に
後
者

の
問
題
に
意
を
注
ぎ
婆

沙
以
後
の
有
部
系
綱
要
書
に
五
事
毘
婆
沙
論
が
及
ぼ
し
た
教
学
上
の
問

題
を
婆
沙
論
と
の
比
較
に
お
い
て
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

註

河
村
孝
照

「法
救
造
五
事
毘
婆
沙
論
に
つ
い
て
の
検
討
」
印
仏
研
究
七

の
一
p
p
.
 
1
4
0
-
1
4
1
。

上
山
大
峻

「毘
婆
沙

(V
a
i
b
h
a
s
i
k
a
)

の
系
譜
に
つ

い
て
」
印
仏
研
究

=
三
の
二
p
p
.
 
1
8
4
-
1
8
5
。

同

「大
蕃
国
大
徳
三
蔵
法
師

沙
門
法
成
の
研
究

」
東
方
学
報
三
九
p
p
.
 
1
3
9
-
1
8
5
。

西
義
雄

『阿
毘
達

磨
仏
教
の
研
究
』
(国
書
刊
行
会
)
p
p
.
 
5
5
-
1
2
1
。

木
村
泰
賢

『
阿
毘
達
磨

論
の
研
究
』
(『木
村
泰
賢
全
集
』
第
四
巻
)
p
p
.
 
2
1
3
-
2
7
2
。

渡
辺
楳
雄

『有

部
阿
毘
達
磨
論
の
研
究
』
(平
凡
社
)
、拙
論

「敦
煙
本
四
法
経
論
広
釈
の
ア

ビ
ダ
ル
マ
的
性
格
」
印
仏
研
究
二
二
の

一
。
『
国
訳

一
切
経
毘
曇
部
』
の
解

題
の

「阿
毘
達
磨
品
類
足
論
」
、「阿
毘
曇
心
論
」
「雑
阿
毘
曇
心
論
」
「
五
事

毘
婆
沙
論
」
「薩
婆
多
宗
五
事
論
」
「阿
毘
曇
五
法
行
経
」
の
項
を
参
照
。

(相
愛
大
学
教
授
)

五
事
毘
婆
沙
論

の
系
譜

に

つ
い
て
 
(
前

田
)
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